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日にち 曜日  時程  予定行事～現段階の予定となります～ 

１ 日   

２ 月  
ＡＬＴ 児童集会 ６年生を送る会 

図書返却～６日 

３ 火 Ｂ  

４ 水 Ｂ ＡＬＴ 富原中入学説明会 

５ 木  ＡＬＴ 

６ 金  卒業式在校生練習 フッ化 

７ 土   

８ 日   

９ 月  ＡＬＴ 児童集会（読書表彰） 

１０ 火 Ｂ  

１１ 水  ＡＬＴ 

１２ 木  ＡＬＴ・卒業式全体練習 

１３ 金  富中卒業式 フッ化 

１４ 土   

１５ 日   

１６ 月  ＡＬＴ 

１７ 火 Ｂ  

１８ 水   

１９ 木  第４７回卒業式・定時退勤日 

２０ 金  祝日 春分の日 

２１ 土   

２２ 日   

２３ 月  小渕 SC 来校 

２４ 火  
修了式・離任式「富原の子」配付 

定時退勤日 

２５ 水   

２６ 木   

２７ 金   

２８ 土   

２９ 日   

３０ 月   

３１ 火   

令和８年 ３月の富原小 『児童の「見方」』 

校長 笹 川 義 孝   
◇「良いものは良い」 
 今年に入ってから行われた、本校児童が出展している書き
初め展、本校同好会が参加したアンサンブルコンクールの会
場を訪れました。私は書や音楽に関する技術も知識もありま
せんが、どちらからも本校児童の「思い」が伝わってきまし
た。 
 身に付けたいことが上達するための一手段として、優れた
技術や作品にふれる機会を設けることをどなたもされると思
います。書き初め展の会場に足を運んだ際に、本校児童の作品
が「大きく書いていて力強くいい作品だなぁ」と思いながら鑑
賞していましたが、他校にも素晴らしい作品（上には上がい
る）がたくさんあり勉強になります。子ども達が鑑賞すれば、
更に上達するポイントを他者の作品から見つけられる機会に
なると思いました。書き初め展もアンサンブルコンクールも
賞付けがされますが、一つ一つの作品・一曲一曲の演奏に表現
した持ち味を高く評価していることは変わりません。  
 学校教育の評価は家庭へお伝えする通知表を含めて「絶対
評価」となっています。観点ごとに力の定着度合いを示す基準
を設定し、基準に到達していればどの児童にも良い評価をす
るというものです。一方、平成１３年までは「相対評価」が主
流でありました。相対評価は、優れた力が身に付いていたとし
ても、集団(学級)内で各評定の割合が決まっており、実際の姿
が適正に評価されないことも起こりうるものでした。当時に
私が担任していた学級では、ご家庭から発行した通知表に関
する問い合わせをよくいただいた記憶があります。 
 相対評価・絶対評価のどちらにも一長一短はありますが、
「良いものは良い」という見方(絶対評価)は今の学校教育に
おける個の伸長には不可欠になっています。児童一人一人に
適正な評価を行うために、本校では全職員で児童のよさを捉
える基準を確認しております。 
 
◇応援する者として 
 今時期は、ウインタースポーツの終盤とサマースポーツの
序盤が重なりスポーツの話題が賑やかになってきました。私
も時間のある時はテレビ観戦を楽しみ、純粋な心で出身国に
とらわれず選手を応援します。応援はアスリートにとって力
になることもあれば、プレッシャーにもなるかもしれません。
そんなことを考えていると、テレビの実況で競技中に失敗や
アクシデントが起こった時の「あーっ…!」という感嘆の言葉
が気になりました。応援する者は悲壮感や過度の期待を持っ
てはいけないのだと思いました。皆、成功を目指すために失敗
もあり得る高度な技術に挑んでいること。勝者がいれば敗者
もいる。結果に関係なく、全員が大会や試合という大舞台に立
つ優れた選手であることをリスペクトする。それが、応援のマ
ナーなのだと改めて思いました。 
  私は児童を学校で預かる責任者であり応援者でもありま
す。富原小の児童たちが、教育活動や文化・スポーツに取り組
む姿をどのように応援するのがぴったりなのか…。よい言葉
があります。それは、「明るく強く、思いやりをもって、はげ
む子であれ!」そう、富原小の学校教育目標です。児童一人一
人の持ち味は違いますので、自分らしさを発揮しながら学校
教育目標を目指して進む姿が見られるように、後押しする指
導と応援をこれからも続けていきます。 

釧路町立富原小学校 

第１２号 

令和８年２月２６日 

校長 笹川 義孝 

○明るく強い子 ○思いやりのある子 ○学習にはげむ子 
学校の教育目標 

第4７回卒業証書授与式 

日時 令和８年３月１９日（木）９：４０～１１：１０ 
場所 本校体育館 
○在校生代表として５年生が出席します。 
○５年生は８：１５までの登校１１：５５頃下校です。 
○１～４年生は休業日となります。 
○保護者の方の人数制限はありません。 
 先日、６年生の保護者の方へはご案内状を、在校生
の保護者の方へは、休業案内を別紙にてご案内させ
ていただきましたので、ご参照ください。 

巣立ちの時が近づいています 

令和８年度4・５月の予定 
8日(水）始業式・入学式 

☆入学式は11時15分から 
1８日(土)全校参観日・PTA総会 

⇒5月１日（金）振替休業日 
☆ゴールデンウイークは 
 5月１日（金）～６日(水)まで 



     

 

   

   

   

 

 

    

     

  

 

   

 

 

 

 

  

 

    

    

    

 

    

    

    

 

  

 

   

  

  

  

    

    

       

      

 

   

 

    

     

 釧路町学力テストについて ～大切なのは終わった後です！～  

 12月４・５（木・金）に実施した釧路町学力テスト（標準学力調査・ＣＲＴ）の結果につきまして、本校の傾向と学年の傾向についてお知
らせいたします。１・2年生は国語･算数、３・4年生は､国語・算数・社会･理科の4教科、５・6年生は国語、算数、社会、理科、英語の5教科、
加えて3年生以上で「生活行動・学習活動調査」を実施しました。 
 
 
 
 
【各学年の傾向】◎は特に良好、○は良好（目標値と同等）、●は課題です。 
１年生…○算数 ●国語 
２年生…〇国語・算数 
３年生…○国語・社会・理科 ●算数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校的な傾向】学校全体では、 
○国語、算数、理科、英語に日頃の指導の成果が表れています。   ●社会に課題があるといえます。 

 

 
 

3学期に入ってからご協力いただいた募
金活動、先日社会福祉協議会の方へとお
渡しできました。たくさんのご家庭にご協力
いただき、集まった募金金額は20400円
と大きな金額となりました。皆さんの思いが
地域の安心づくりにつながる大切な力とな
ります。心より感謝申し上げます。 

４年生…〇国語・算数・理科 ●社会 
５年生…〇国語・算数・理科・英語 ●社会 
６年生…◎英語 〇国語・理科 ●算数・社会 
 

今年度の教育活動が残り1か月ほどとなりましたが、今回の結果を受け、子どもたちの苦手さに応じた補充学習をさらに
実施していきます。結果を分析することで、子どもたちの苦手なところが見えてきています。例えば…  

 
（例）1年生国語…問題の題意を理解することに苦労していた子がたくさんいたことがわかりました。 
   2年生算数…長さの単位（ｃｍ／ｍｍ）が混在した計算で、学び落としている子が複数いました。 
 
 上記例のように、学年全体で苦手としている問題を確実に学び取らせ、進級後のつまずきにならないよう復習に取り組
みます。ただ苦手な領域は、個人によってかなり異なります。最も大切にしたいのは、今回の結果を受け、個人でも苦手
を克服できるよう、家庭学習等で取り組むことです。昨年度から釧路町では、「マイアセス」というシステムと連動した
学力テストを実施しています。先日配布した封筒の中にある「ID・パスワード票」を用いて…、 

① 上記QRコードを読み取ると… ② マイアセスにアクセスできます。 
※利用できるのは「結果をみる」と「復習をする」の２つです。 

③ 「結果をみる」をタップすると、できなかった 
問題が確認できます。 ※○がついていないところに注目！ ④ 「ドリル」をタップすると、自分の間違えた問題と 

類似問題が出題され復習に取り組むことができます。 

やってみよう！ 
Let’s challenge 
マイアセス！ 

（ぜひお子さんにお声掛けを！） 

↑↑↑ こんな感じに取り組めます！ 
「できた！」「できなかった！」で終わら

せるのではなく、苦手をしっかり克服すること
が次の学びにつながります！  


